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標
記
報
告
書
が
一
〇
月
六
日
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。本
稿
は
そ
の「
政

策
決
定
者
向
け
要
約
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
：Sum

-
m

ary for Policy M
akers

）」
の
解
説

で
あ
る
。
な
お
筆
者
は
著
者
の
一
人
と
し

て
同
報
告
書
に
寄
与
し
た
が
、
本
解
説
は

そ
の
立
場
を
離
れ
て
、一
研
究
者
と
し
て
、

日
本
の
読
者
の
理
解
促
進
の
た
め
に
書
く

も
の
で
あ
る
（
本
稿
は
個
人
の
文
責
で
あ

り
い
か
な
る
団
体
機
関
の
責
で
は
無
い
）。

本
稿
の
要
約

本
稿
は
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
一
・
五
度
特
別
報
告

書
の
「
政
策
決
定
者
向
け
要
約
」
の
解
説

の
速
報
版
で
あ
る
。
以
下
に
ま
ず
本
稿
を

要
約
す
る
（
注
：
以
下
で
、［
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
］

の
括
り
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
の
内
容
紹
介
、

他
は
筆
者
の
解
説
）。

報
告
書
の
位
置
づ
け
：
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
一
・

五
度
特
別
報
告
書
は
、
二
〇
一
五
年
の
パ

リ
会
議
で
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
か
ら
要

請
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
に
採

択
さ
れ
た
。
今
後
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で

諸
国
は
こ
れ
を
検
討
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
は
何
か
：
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
科

学
的
諮
問
機
関
で
あ
っ
て
、
政
策
提
言
は

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
対
策
を
迫
っ
た
り
、

政
治
的
な
狙
い
を
持
つ
こ
と
も
な
い
。

い
つ
一
・
五
度
に
な
る
か
：［
現
時
点
で
、

産
業
革
命
前
に
比
べ
て
既
に
約
一
・
〇
度

の
温
暖
化
が
起
き
て
い
る
。（
六
六
％
以

上
の
信
頼
区
間
は
〇
・
八
度
か
ら
一
・
二

度
の
間
）］。
現
在
の
速
さ
で
温
暖
化
が
進

め
ば
、
一
・
五
度
に
達
す
る
の
は
二
〇
三

〇
年
か
ら
二
〇
五
二
年
の
間
に
な
る
（
六

六
％
以
上
の
信
頼
区
間
）」。
こ
の
よ
う
に

誤
差
幅
が
随
分
大
き
い
の
で
、
あ
ま
り
歯

切
れ
よ
く
い
つ
一
・
五
度
に
達
す
る
と
は

言
え
な
い
。

ど
の
よ
う
な
環
境
影
響
が
あ
る
か
：［
全

般
に
二
度
の
場
合
に
比
べ
て
一
・
五
度
の

場
合
の
方
が
環
境
影
響
は
少
な
い
］
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
半
の
項
目

で
は
記
述
は
抽
象
的
で
、
具
体
的
に
リ
ス

ク
の
大
き
さ
が
ど
の
程
度
な
の
か
、
読
み

取
れ
な
い
。
例
外
的
に
、
今
回
特
に
目
立

つ
の
は
、［
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
、「
二
度

で
ほ
と
ん
ど
（
九
九
％
以
上
が
）
消
滅
す

る
、
一
・
五
度
で
も
今
後
七
割
か
ら
九
割

が
失
わ
れ
る
」］
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
は
既
往
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
よ
り
も
か

な
り
踏
み
込
ん
だ
悲
観
的
な
記
述
で
あ

る
。
こ
の
記
述
を
巡
っ
て
は
今
後
学
界
で

議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。

排
出
削
減
の
シ
ナ
リ
オ
：［
排
出
を
削

減
す
る
ほ
ど
、
一
・
五
度
以
下
に
抑
制
さ

れ
る
確
率
は
高
ま
る
］。
し
か
し
、
不
確

実
性
幅
が
あ
る
の
で
、
一
・
五
度
以
下
と

い
う
の
は
確
実
に
達
成
さ
れ
る
と
い
う
性

質
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
達
成
の
確
率

が
高
ま
る
に
過
ぎ
な
い
。

［
今
回
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
収
集
し
た
シ
ナ
リ

オ
を
統
計
的
に
分
析
す
る
と
、「
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し
く
は
限
定
的
な

一
・
五
度
排
出
経
路
」
で
は
、
地
球
全
体

の
純
人
為
的
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
二
〇
一
〇
年
比
で
約
四
五
％

減
少
し
（
四
分
位
範
囲
で
は
四
〇
％
～
六

〇
％
）、
二
〇
五
〇
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
る

（
四
分
位
範
囲
で
は
二
〇
四
五
年
～
二
〇

五
五
年
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
温
暖
化
を
二
度
以
下

に
抑
制
す
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
大
半
の
シ
ナ
リ
オ
で

約
二
〇
％
減
少
し
（
四
分
位
範
囲
で
は
一

〇
％
～
三
〇
％
）、
二
〇
七
五
年
に
は
純

排
出
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
（
四
分
位
範
囲
で

は
二
〇
六
五
年
～
二
〇
八
〇
年
）。

一・
五
度
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
技

術
が
利
用
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、

シ
ナ
リ
オ
に
は
幾
つ
か
の
類
型
が
あ
る
。

「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し
く

は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」
に
お

け
る
、
二
一
世
紀
の
世
界
全
体
の
平
均
的

な
割
引
限
界
費
用
の
推
計
に
は
、
幅
広
い

範
囲
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
お
む
ね
、
二

度
以
下
に
抑
制
す
る
排
出
経
路
よ
り
も
約

三
～
四
倍
高
い
。
一
・
五
℃
の
排
出
経
路

の
総
コ
ス
ト
に
関
す
る
文
献
は
限
ら
れ
て
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い
る
と
さ
れ
て
、
こ
の
報
告
書
で
は
評
価

さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
産
業
や
都
市
イ
ン

フ
ラ
で
の
排
出
削
減
に
は
経
済
性
等
が
壁

と
な
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。

全
て
の
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い

も
し
く
は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」

で
は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ

（
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
に
よ
る
大
気
中
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
除
去
を
二
一
世
紀
の
間
に
一
〇
〇

～
一
〇
〇
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
実
施
す
る
と
予

測
し
て
い
る
。
た
だ
し
数
百
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２

も
の
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
実
施
に
は
実
施
可
能

性
お
よ
び
持
続
可
能
性
の
制
約
が
あ
る
。

パ
リ
協
定
で
各
国
が
提
出
し
た
排
出
削

減
予
定
量
の
合
計
は
二
〇
三
〇
年
に
年
間

五
二
～
五
八
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
と
推
計
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
反
映
し
た
排
出
経

路
は
、
仮
に
二
〇
三
〇
年
以
降
に
大
幅
な

排
出
削
減
を
す
る
と
し
て
も
、
地
球
温
暖

化
を
一
・
五
度
へ
抑
制
し
な
い
］。

総
括
：
一
定
確
率
で
一
・
五
度
以
下
に

抑
制
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
年
末
以
降
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
で
の
交
渉
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

地
球
温
暖
化
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

全
般
に
一
・
五
度
の
場
合
の
方
が
二
・
〇

度
の
場
合
よ
り
も
少
な
い
と
さ
れ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
程
度
重
大
な
リ
ス
ク
な
の

か
読
み
取
れ
な
い
（
た
だ
し
サ
ン
ゴ
礁
に

つ
い
て
の
記
述
は
例
外
）。

・
他
の
部
分
は
筆
者
に
よ
る
解
説
で
あ

る
以
下
、
序
文
か
ら
始
め
て
、
セ
ク
シ
ョ

ン
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
を
順
に
見
て
い
こ
う
。

三  

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
一
・
五
度
特
別
報
告
書
：

　

 

序
文

パ
リ
協
定
で
は
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

「
二
度
を
十
分
下
回
る
」
と
の
目
標
が
合

意
さ
れ
、
一
・
五
度
に
つ
い
て
は
努
力
目

標
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
不
十

分
で
あ
る
と
の
認
識
が
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
の

一
部
の
国
に
あ
っ
た
た
め
、交
渉
の
結
果
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
、
二
度
目
標
と
一
・

五
度
目
標
の
違
い
等
に
つ
い
て
の
分
析
を

依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
て
二
〇
一
八
年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
さ
ら

に
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
参
考
：
不
確
実
性
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
は
以
下
の
表
記
法
を
と
っ
て
い
る
。

「
確
信
度 confidence level

」
は
「
高

い high

」、「
低
い low

」
等
と
記
述
さ

れ
る
。
確
か
ら
し
さ
を
示
す
場
合
に
は
、

「likely

」
が
「
六
六
％
以
上
」、
等
の
独

特
の
決
め
ら
れ
た
い
い
回
し
を
使
う
。

四  

セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
：

［
一・
五
度
の
地
球
温
暖
化
を
理
解
す
る
］

［
1.
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
既
に
約
一
・

〇
度
の
温
暖
化
が
起
き
て
い
る
（
六
六
％

以
上
の
信
頼
区
間
は
〇
・
八
度
か
ら
一
・

排
出
削
減
策
お
よ
び
適
応
策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

（
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と

の
シ
ナ
ジ
ー
お
よ
び
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ

る
こ
と
に
は
、
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
た

が
、
多
様
な
シ
ナ
ジ
ー
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ

が
あ
り
う
る
、
と
い
う
以
上
の
結
論
は
無

か
っ
た
。

［
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
限
界
費
用
（
炭
素

税
の
場
合
は
そ
の
税
率
に
相
当
）
が
二
度

の
場
合
に
比
べ
て
一
・
五
度
の
場
合
は
四

倍
に
な
る
と
い
う
数
値
が
示
さ
れ
た
］。

し
か
し
、
全
体
を
通
じ
て
、
一
・
五
度
の

達
成
に
は
大
規
模
な
排
出
削
減
が
伴
う
と

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
策
決
定
者

に
と
っ
て
重
要
な
、
経
済
的
な
負
担
の
評

価
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

一 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
と
は
何
か

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
政
策
に
関
連
す
る（policy 
relevant

）
報
告
を
行
う
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策
提
言
（policy 

prescription

）
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
報
道
で
は
、
し
ば
し
ば
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
が
提
言
し
た
」「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
諸
国
に

対
策
を
迫
っ
た
」「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
狙
い
は

温
暖
化
対
策
の
強
化
」
等
の
記
述
が
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
全
て
誤
り
で
あ
る
。
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
提
言
し
た
り
、
対
策
を
迫
っ

た
り
、
政
治
的
な
狙
い
を
持
つ
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
役
割
は
既
往
の
文
献

を
調
査
（assessm
ent

）
し
報
告
す
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
独
自
に
研
究
（re-

search

）
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

二  

本
稿
に
つ
い
て

一
・
五
度
特
別
報
告
書
は
、「
政
策
決

定
者
向
け
要
約
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
：Sum

m
ary 

for Policy M
akers

）」
お
よ
び
本
文
か

ら
な
る
。
何
れ
も
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
る
（
二
〇
一
八
年
一
〇

月
八
日
ア
ク
セ
ス
）：http://w

w
w

.

Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ.ch/report/sr15/

Ｓ
Ｐ
Ｍ
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
総
会
に
お
い
て

政
府
交
渉
団
と
議
長
団
に
よ
っ
て
一
週
間

に
わ
た
っ
て
一
言
一
句
交
渉
が
行
わ
れ
、

採
択
さ
れ
る
。Ｓ
Ｐ
Ｍ
が
採
択
さ
れ
る
と
、

本
文
は
そ
れ
に
引
き
続
い
て
（
交
渉
さ
れ

る
こ
と
な
く
）
受
諾
さ
れ
る
。
た
だ
し
Ｓ

Ｐ
Ｍ
の
変
更
に
伴
っ
て
一
部
改
訂
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

以
下
、本
稿
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
解
説
を
行

う
。本
稿
で
の
約
束
事
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
：

・
英
文
は
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｍ
か
ら
の

直
接
の
転
載
で
あ
る
（
参
考
ま
で
に
時
折

転
載
す
る
が
、
極
力
読
ま
な
く
て
も
意
味

が
通
じ
る
よ
う
に
日
本
語
で
解
説
す
る
。

読
み
飛
ば
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
わ
な

い
）・報

告
書
の
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳（
な

い
し
抄
訳
）
は
［　

］
で
括
っ
て
あ
る
。
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ク
が
「
温
暖
化
以
外
の
自
然
変
動
、
温
暖

化
以
外
の
人
為
的
な
環
境
改
変
、
温
暖
化

と
は
無
関
係
な
人
間
社
会
の
変
化
等
と
の

比
較
に
お
い
て
、ど
の
程
度
深
刻
な
の
か
」

と
い
う
相
対
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
ど
の
程
度
深
刻
な
リ
ス
ク
な
の
か
読

み
取
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
環
境
影
響
評
価
の
一

貫
し
た
弱
点
で
も
あ
る
）。

例
え
ば
過
去
一
〇
〇
年
で
日
本
は
既
に

一
度
上
昇
し
、
東
京
に
至
っ
て
は
都
市
熱

の
寄
与
が
二
度
あ
っ
た
の
で
都
合
三
度
も

上
昇
し
た
が
、
こ
の
間
、
特
に
困
っ
た
こ

と
は
無
か
っ
た
。
人
間
は
自
然
体
で
温
度

上
昇
に
適
応
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
こ
の
間
、
日
本
の
生
活
水
準
は
飛

躍
的
に
向
上
し
て
き
た
。
あ
と
〇
・
五
度

な
い
し
一
・
〇
度
上
昇
し
た
場
合
に
も
、

当
然
、
か
な
り
の
程
度
、
人
間
は
自
然
体

で
適
応
す
る
は
ず
で
あ
る
。
自
然
体
で
適

応
で
き
な
い
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
な

ら
、
そ
れ
が
何
な
の
か
、
は
っ
き
り
さ
せ

る
べ
き
だ
っ
た
。

例
外
的
に
は
っ
き
り
述
べ
て
あ
る
の

は
、サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

［
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
は
、
二
度
で
ほ

と
ん
ど（
九
九
％
以
上
が
）消
滅
す
る（
非

常
に
高
い
確
信
度
）、
一
・
五
度
で
も
今

後
七
割
か
ら
九
割
が
失
わ
れ
る
（
高
い
確

信
度
）］
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
の
第
五
次
評
価

報
告
の
記
述
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り
踏

み
込
ん
だ
悲
観
的
な
記
述
と
な
っ
て
い

る
。
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
る
研
究
者

も
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
を
巡
っ
て

は
、
今
後
、
学
界
で
議
論
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。

六  

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
：

［
一・五
度
の
地
球
温
暖
化
と
整
合
性
の
あ

る
排
出
経
路
と
シ
ス
テ
ム・ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
］

ま
ず
標
題
の
シ
ス
テ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
と
は
何
か
説
明
す
る
。
一
・
五
度

の
排
出
経
路
の
よ
う
な
大
幅
な
排
出
削
減

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

土
地
利
用
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
の

大
幅
な
変
化
を
伴
う
。
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
変
化
の
こ
と
が
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

と
か
シ
ス
テ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
等
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

・
排
出
経
路
と
パ
リ
協
定
と
の
関
係

こ
こ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
の
国
際
交
渉
で
参
照

さ
れ
そ
う
な
の
で
、
や
や
丁
寧
に
説
明
す

る
。
ま
ず
直
訳
し
よ
う
：

［「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し
く

は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」
で
は
、

地
球
全
体
の
純
人
為
的
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
二
〇
一
〇
年
比

で
約
四
五
％
減
少
し
（
四
分
位
範
囲
で
は

四
〇
％
～
六
〇
％
）、
二
〇
五
〇
年
に
は

ゼ
ロ
に
な
る
（
四
分
位
範
囲
で
は
二
〇
四

五
年
～
二
〇
五
五
年
）。

二
度
の
間
）。
現
在
の
速
さ
で
温
暖
化
が

進
め
ば
、
一
・
五
度
に
達
す
る
の
は
二
〇

三
〇
年
か
ら
二
〇
五
二
年
の
間
に
な
る

（
六
六
％
以
上
の
信
頼
区
間
）］。

誤
差
幅
が
随
分
大
き
い
の
で
、
あ
ま
り

歯
切
れ
よ
く
い
つ
一
・
五
度
に
達
す
る
と

は
言
え
な
い
。
現
時
点
の
温
暖
化
に
つ
い

て
も
〇
・
八
度
か
ら
一
・
二
度
と
い
っ
た

具
合
に
幅
が
あ
る
。
加
え
て
、
将
来
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
温
暖
化
が
起
き
る
の

か
と
い
っ
た
気
候
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

不
確
実
性
も
あ
る
の
で
、
い
つ
ご
ろ
一
・

五
度
に
達
す
る
か
を
予
言
す
る
の
は
、
さ

ら
に
難
し
く
な
る
。

な
お
以
上
で
は
、
信
頼
区
間
、
不
確
実

性
と
い
っ
た
統
計
の
用
語
を
用
い
て
説
明

し
て
い
る
が
、
予
想
さ
れ
る
温
度
上
昇
の

大
き
さ
に
関
す
る
幅
は
、
物
理
現
象
の
不

確
実
性
で
は
な
く
、
気
候
モ
デ
ル
（
お
よ

び
そ
の
作
成
者
）
の
間
の
予
測
結
果
な
い

し
意
見
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

を
注
記
し
て
お
く
。（
以
下
も
同
様
）。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
す
る
ほ

ど
、
一
・
五
度
以
下
に
抑
制
さ
れ
る
確
率

は
高
ま
る
。
し
か
し
、
不
確
実
性
幅
が
あ

る
の
で
、
一
・
五
度
以
下
と
い
う
の
は
確

実
に
達
成
さ
れ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
達
成
の
確
率
が
高
ま
る
に

過
ぎ
な
い
。

［
2.
こ
れ
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

だ
け
で
も
一
定
の
温
暖
化
が
起
き
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
一
・
五
度
を
超
え
る
確
率
は

三
三
％
以
下
で
あ
る
］。

つ
ま
り
仮
に
今
す
ぐ
全
て
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

六
六
％
以
上
の
確
率
で
一
・
五
度
以
下
に

収
ま
る
、
と
い
う
こ
と
。

五  

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
：

［
予
測
さ
れ
た
気
候
変
動
、
あ
り
う
る
影

響
と
関
連
す
る
リ
ス
ク
］

［
気
候
モ
デ
ル
は
現
在
の
気
候
、
一
・

五
度
上
昇
時
の
気
候
、
二
度
上
昇
時
の
気

候
に
つ
い
て
、
そ
の
違
い
を
予
測
し
て
い

る
（
高
い
信
頼
度
）］。

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
で
は
、一
貫
し
て
、

［
二
度
上
昇
の
場
合
に
比
べ
て
一
・
五
度

上
昇
の
場
合
の
方
が
温
暖
化
の
リ
ス
ク
が

小
さ
い
こ
と
］
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
残
念
な
の
は
、
一
・
五
度
の
場
合

も
二
・
〇
度
の
場
合
も
、「
リ
ス
ク
が
増

大
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
リ
ス

リ
ス
ク
記
述
に
深
刻
さ
読
み
取
れ
ず

温
暖
化
抑
制
に
四
類
型
の
排
出
経
路
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〇
年
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
国
際
交
渉
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
、
と
予
想
す
る
。

排
出
経
路
の
四
つ
の
類
型

Ｓ
Ｐ
Ｍ
に
は
五
〇
％
以
上
の
確
率
で

一
・
五
度
以
下
に
温
暖
化
を
抑
制
す
る
排

出
経
路
の
累
計
と
し
て
四
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
示
さ
れ
て
い
る
。
順
に
、

Ｐ
１
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
大

幅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
が
進
む

Ｐ
２
：
持
続
可
能
性
を
重
視
し
た
社
会

Ｐ
３
：
Ｐ
２
と
Ｐ
４
の
中
間

Ｐ
４
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
消
費
が
増

大
、
経
済
成
長
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
行

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
四
つ
の
類
型
を
提
示
し
て
い
る
こ

と
の
目
的
で
あ
る
が
、Figure SPM

.3b

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
書
い
て
あ
り
、
こ
れ

ら
の
「
示
唆
的
な
（illustrative

）
排
出

経
路
」
を
示
す
目
的
は
、

・
排
出
削
減
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
多

様
な
も
の
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る

こ
と
、

・
排
出
削
減
戦
略
の
相
対
的
な
違
い
を

示
す
こ
と

で
あ
っ
て
、
中
央
値
の
推
計
で
も
な
け

れ
ば
、
国
家
戦
略
で
も
な
く
、
要
求
事
項

を
示
す
も
の
で
も
な
い
、と
さ
れ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト

ま
ず
、
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
定
義

経
路
」
と
分
類
す
る

・
一
・
六
度
を
超
え
る
け
れ
ど
も
二
一

〇
〇
年
ま
で
に
一
・
五
度
に
戻
る
も
の
を

「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
大
き
い
排
出
経

路
」
と
分
類
す
る
］

次
に
「
四
分
位
範
囲
」
と
は
何
か
と
い

う
と
、デ
ー
タ
が
一
〇
〇
個
あ
る
と
し
て
、

そ
れ
を
小
さ
い
順
に
並
べ
た
と
き
に
、
小

さ
い
方
か
ら
二
五
番
目
の
デ
ー
タ
か
ら
、

七
五
番
目
の
デ
ー
タ
ま
で
の
範
囲
で
あ

る
。
全
デ
ー
タ
の
半
分
が
四
分
位
範
囲
に

収
ま
る
こ
と
に
な
る
。

「
純
人
為
的
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
」
と
い
う

の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
森
林
破
壊
な

ど
に
起
因
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
か
ら
、
植

林
な
ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
を
差
し

引
い
た
Ｃ
Ｏ
２
の
純
排
出
量
の
こ
と
で
あ

る
。
Ｃ
Ｏ
２
の
海
洋
に
よ
る
吸
収
等
は
人

為
的
で
無
い
の
で
含
ま
れ
な
い
。

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
」

に
は
、
メ
タ
ン
、
亜
酸
化
窒
素
（
Ｎ
２
Ｏ
）、

代
替
フ
ロ
ン
等
が
あ
る
。

パ
リ
協
定
に
お
け
る
各
国
の
排
出
削
減

目
標
（
＝
自
国
決
定
貢
献
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
））

は
お
お
む
ね
二
〇
三
〇
年
を
対
象
と
し
て

お
り
、
ま
た
同
協
定
に
お
け
る
「
長
期
戦

略
」
は
お
お
む
ね
二
〇
五
〇
年
を
対
象
と

し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
数
値
は
、

一
・
五
度
お
よ
び
二
度
を
そ
れ
ぞ
れ
目
指

そ
う
と
す
る
場
合
に
、
ど
の
程
度
の
排
出

削
減
目
標
を
二
〇
三
〇
年
お
よ
び
二
〇
五

こ
れ
に
対
し
て
、
温
暖
化
を
二
度
以
下

に
抑
制
す
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
大
半
の
シ
ナ
リ
オ
で

約
二
〇
％
減
少
し
（
四
分
位
範
囲
で
は
一

〇
％
～
三
〇
％
）、
二
〇
七
五
年
に
は
純

排
出
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
（
四
分
位
範
囲
で

は
二
〇
六
五
年
～
二
〇
八
〇
年
）。

Ｃ
Ｏ
２
以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の

経
路
は
、「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い

も
し
く
は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」

は
温
暖
化
を
二
度
以
下
に
抑
制
す
る
場
合

と
類
似
の
大
幅
な
減
少
を
示
す
］。

さ
て
、
ひ
も
解
い
て
い
こ
う
。

ま
ず
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も

し
く
は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」

と
は
何
か
の
説
明
は
、page32

を
見
る

と
説
明
が
あ
る
：

［
・「
排
出
経
路
」
と
は
、
二
一
世
紀
に

わ
た
る
地
球
全
体
の
人
為
的
な
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
数
値
モ
デ
ル
に
よ
る
軌
跡
の

こ
と
で
あ
る
。

・「
排
出
経
路
」
は
二
一
世
紀
に
わ
た

る
温
度
の
軌
跡
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に

分
類
す
る
：

・
五
〇
％
以
上
の
確
率
で
一
・
五
度
以

下
に
抑
制
す
る
排
出
経
路
は
「
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
の
無
い
排
出
経
路
」
と
分
類
す

る
・
一
・
六
度
以
下
に
温
度
を
保
ち
二
一

〇
〇
年
ま
で
に
一
・
五
度
に
戻
る
も
の
を

「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
限
定
的
な
排
出

に
つ
い
て
の
記
述
はpage32

に
あ
る
：

［「
ト
ー
タ
ル
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
」

と
は
、
あ
る
一
定
の
温
度
以
下
に
一
定
の

確
率
で
抑
制
す
る
と
し
た
場
合
に
、
産
業

革
命
前
か
ら
純
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
が
達

成
さ
れ
る
ま
で
の
、
累
積
の
純
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
こ
と
で
あ
る
。

「
残
余
の
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
」
と

は
、
あ
る
一
定
の
温
度
以
下
に
一
定
の
確

率
で
抑
制
す
る
と
し
た
場
合
に
、
当
該
時

点
か
ら
、
純
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
が
達
成

さ
れ
る
ま
で
の
累
積
の
純
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
こ
と
で
あ
る
］。

以
上
の
準
備
の
も
と
に
、
カ
ー
ボ
ン
バ

ジ
ェ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
み
よ

う
：

［
ト
ー
タ
ル
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
は
、

産
業
革
命
前
か
ら
測
る
と
、
一
・
五
度
の

場
合
は
二
二
〇
〇
±
三
二
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２

で
あ
り
、
年
々
こ
れ
が
四
二
±
三
ギガ
㌧
Ｃ

Ｏ
２
減
っ
て
い
る
。

現
時
点
（
二
〇
一
七
年
末
）
で
の
残
余

の
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
五
〇
％
の

確
率
で
一
・
五
度
以
下
を
達
成
す
る
な
ら

五
八
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
、
六
六
％
の
確
率
な

ら
四
二
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
第
五
次
報
告
（
Ａ
Ｒ
５
）

に
お
け
る
全
地
球
平
均
温
度
の
定
義
に
よ

る
。
全
地
球
平
均
温
度
の
定
義
を
Ｇ
Ｍ
Ｓ

Ｔ
（
詳
細
はpage32

）
と
い
う
も
の
に
変

え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
七
七
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
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と
五
七
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
は
様
々
な
不
確
実
性

が
あ
る
：　

・
気
候
シ
ス
テ
ム
の
応
答
の
不
確
実
性

に
よ
っ
て
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
に
は
±

四
〇
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
の
不
確
実
性
が
あ
る

・
過
去
の
温
暖
化
の
程
度
の
不
確
実
性

に
よ
っ
て
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
に
は
±

二
五
〇
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
の
不
確
実
性
が
あ
る

・
永
久
凍
土
の
融
解
お
よ
び
湿
地
か
ら

の
メ
タ
ン
排
出
に
よ
り
最
大
で
一
〇
〇 

ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
だ
け
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト

は
減
少
す
る

・
Ｃ
Ｏ
２
以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

将
来
の
排
出
量
に
よ
っ
て
±
二
五
〇
ギ

ガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
の
不
確
実
性
が
あ
る
］。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
カ
ー
ボ
ン

バ
ジ
ェ
ッ
ト
と
い
う
概
念
は
、
Ａ
Ｒ
５
で

提
示
さ
れ
て
以
来
か
な
り
注
目
さ
れ
て
き

た
も
の
の
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
不
確
実
性

の
大
き
い
概
念
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
鮮
明

に
な
っ
た
。
特
に
気
候
シ
ス
テ
ム
の
応
答

お
よ
び
過
去
の
温
暖
化
の
程
度
の
不
確
実

性
が
も
た
ら
す
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の

不
確
実
性
は
か
な
り
大
き
い
。

大
幅
な
排
出
削
減
な
い
し
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
」

［
一
・
五
度
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
技
術
が
動
員
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う

な
技
術
が
利
用
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
お

い
て
、
シ
ナ
リ
オ
に
は
幾
つ
か
の
類
型
が

あ
る
］。

以
下
、や
や
細
か
い
点
を
補
足
す
る
と
：

［
・「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し

く
は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」
で

は
二
〇
五
〇
年
に
七
〇
％
～
八
五
％
（
四

分
位
幅
）
の
電
力
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
と
な
っ
て
い

る
。
原
子
力
お
よ
び
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
シ
ェ
ア
も

増
え
る
］
と
な
っ
て
い
る
。

［
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
課
題

も
あ
り
、
技
術
や
国
ご
と
に
状
況
は
異
な

る
が
、
近
年
の
太
陽
・
風
力
・
蓄
電
は
過

去
数
年
で
か
な
り
進
歩
し
た
。
こ
れ
は
発

電
部
門
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
］、
と
前
向
き
に

結
ば
れ
て
い
る
。

［
・
産
業
、
お
よ
び
都
市
・
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
は
、
経
済
を
は
じ
め
と
し
て
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
は
多
様
な
障
壁
が
あ

る
］、
と
さ
れ
て
い
る

太
陽
放
射
管
理

太
陽
放
射
管
理
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）
と
は
、
成

層
圏
に
硫
黄
を
撒
く
な
ど
し
て
太
陽
光
を

遮
り
地
球
を
冷
や
す
技
術
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
パ
ラ
グ
ラ
フC1.4

（p16

）

で
［
理
論
的
に
は
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
を

減
ら
す
効
果
が
あ
る
が
、「
大
き
な
不
確

実
性
、
知
識
の
不
足
、
か
な
り
の
リ
ス
ク
、

制
度
的
・
社
会
的
制
約
」
が
あ
る
と
し
て

お
り
、
今
回
報
告
さ
れ
た
排
出
経
路
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
］、
と
し
て
い
る
。

排
出
削
減
の
コ
ス
ト

一
・
五
度
に
抑
制
す
る
た
め
の
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
の

パ
ラ
グ
ラ
フ
一
つ
し
か
言
及
が
無
い
。

［「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し
く

は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」
に
お

け
る
、
二
一
世
紀
の
世
界
全
体
の
平
均
的

な
割
引
限
界
費
用
の
推
計
に
は
、
幅
広
い

範
囲
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
お
む
ね
、
二

度
以
下
に
抑
制
す
る
排
出
経
路
よ
り
も
約

三
～
四
倍
高
い（
高
い
信
頼
度
）。一
・
五
℃

の
排
出
経
路
の
総
コ
ス
ト
に
関
す
る
文
献

は
限
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
報
告
書
で
は
評

価
さ
れ
て
い
な
い
］。

負
の
排
出
技
術
（
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）

［
全
て
の
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無

い
も
し
く
は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経

路
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
除
去
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
を

二
一
世
紀
の
間
に
一
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
ギガ

㌧
Ｃ
Ｏ
２
実
施
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

数
百
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
も
の
Ｃ
Ｄ
Ｒ
の
実
施

に
は
実
施
可
能
性
お
よ
び
持
続
可
能
性
の

制
約
が
あ
る
（
高
い
信
頼
度
）］。

こ
こ
で
Ｃ
Ｏ
２
除
去
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
と
は
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
除
去
す
る
技
術
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
空
気
回
収
（air 

capture
）
等
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
う

る
が
、
今
回
の
報
告
書
の
排
出
経
路
で
検

討
さ
れ
た
の
は
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
ベ
ッ
ク
ス
）

の
み
で
あ
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
は
、
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
そ
れ
を
発
電

所
や
工
場
で
燃
焼
さ
せ
た
の
ち
、
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
地
中
に
貯
留
す
る
技
術
で

あ
る
。
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
。［
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
大
規
模
利
用
す
る
こ
と
は
、

生
物
多
様
性
の
保
護
、
食
料
生
産
と
の
競

合
、
Ｃ
Ｏ
２
の
地
中
処
分
地
に
つ
い
て
の

社
会
的
合
意
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ

る
］、
と
さ
れ
て
い
る
。

七　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｄ
：

持
続
可
能
な
開
発
お
よ
び
貧
困
根
絶
の
努
力

の
文
脈
に
お
け
る
地
球
規
模
の
対
応
の
強
化

諸
国
の
排
出
削
減
目
標
の
評
価

［
パ
リ
協
定
で
各
国
が
提
出
し
た
排
出

削
減
予
定
量
の
合
計
は
二
〇
三
〇
年
に
年

間
五
二
～
五
八
ギガ
㌧
Ｃ
Ｏ
２
と
推
計
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
推
計
を
反
映
し
た
排

出
経
路
は
、
仮
に
二
〇
三
〇
年
以
降
に
大

幅
な
排
出
削
減
を
す
る
と
し
て
も
、
地
球

温
暖
化
を
一
・
五
度
以
下
へ
抑
制
し
な
い
。

「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
無
い
も
し
く

は
限
定
的
な
一
・
五
度
排
出
経
路
」
は
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
明
確
な
排
出
削
減
を

示
す
。
現
時
点
で
の
諸
国
の
排
出
削
減
目

標
は
、
二
一
〇
〇
年
ま
で
の
間
で
温
度
上

昇
を
約
三
度
と
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
効
率

的
な
排
出
経
路
に
相
当
す
る
］。

以
上
の
文
言
も
二
〇
一
八
年
末
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
に
お
け
る
国
際
交
渉
で
参
照
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。　


